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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 10,912 △36.4 △1,050 ― △1,343 ― △1,212 ―

21年3月期第1四半期 17,164 ― 383 ― 112 ― △74 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △30.43 ―

21年3月期第1四半期 △1.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 82,811 22,168 21.1 438.08
21年3月期 84,412 23,463 22.2 469.41

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  17,457百万円 21年3月期  18,706百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成22年３月期の配当予想額は、現時点では未定であります。（「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」欄ご参照） 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.00 ― 3.00 8.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

22,800 △36.5 △1,450 ― △1,970 ― △1,930 ― △48.43

通期 50,600 △16.5 △900 ― △2,100 ― △2,050 ― △51.44
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成22年３月期の配当予想額につきましては、経営環境の先行きが不透明であることから、現時点では未定とさせていただきます。なお、第２四半期末
を基準日とする配当予想額につきましては、平成21年９月上旬を目処に開示する予定であります。 
２．上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断される一定の条件に基づいて作成したものであ
り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と大きく異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料の４ページ
【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 44,956,853株 21年3月期  44,956,853株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  5,106,826株 21年3月期  5,106,286株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 39,850,336株 21年3月期第1四半期 44,858,798株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成 21 年４月１日から平成 21 年６月 30 日まで）における世界経済は、各

国の経済支援策も中国など一部地域を除き顕著な波及効果が現れるまでには至らず、先進国などの景気低

迷は続く結果となりました。日本経済におきましても、輸出環境の改善や在庫調整の一巡により、生産の

急激な収縮は和らぎつつあるものの、企業収益や設備投資は大きく落ち込み、雇用情勢にも変化は見られ

ないなど、景況は依然として厳しい状況で推移しました。 

 

このような状況にあって、自動車分野は当第１四半期後半より国内・海外共に受注改善の兆しが見えは

じめたものの、全般的には昨年度の第４四半期同様に厳しい受注状況が続きました。また、非自動車分野

は、造船業界の、世界同時不況の影響が第１四半期より顕在化してきたことに加え、建設機械業界におい

ても、中国など一部地域を除いて日本、北米、欧州などの需要は引き続き低調に推移しましたが、一般産

業分野の発電、プラント関連は順調な受注が続いております。 

 

この結果、当第１四半期の売上高は、109 億 12 百万円と、前年同四半期比 62 億 51 百万円（△36.4％）

の減収となりました。 

 

利益状況につきましては、新たな経営戦略を踏まえたサバイバル・プランの実行に順次取り組みはじめ

ているものの、当第１四半期においては当プランの主要課題の実施による利益貢献までには至っておりま

せんが、減少した販売・生産規模に対応した当社グループあげての人件費、経費、物流費などの削減を進

めてまいりました。しかしながら、売上高の大幅減少による利益への影響は避けられず、営業損失 10 億 50

百万円（前年同四半期は３億 83 百万円の営業利益）、経常損失 13 億 43 百万円（前年同四半期は１億 12

百万円の経常利益）、四半期純損失 12 億 12 百万円（前年同四半期は 74 百万円の四半期純損失）となりま

した。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 (1)資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 16 億１百万円減少し、

828 億 11 百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ 13 億 25 百万円減少し、396 億 92 百万円となりました。これは主

に、現金及び預金が増加した一方、売上減収により受取手形及び売掛金が減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ２億 75 百万円減少し、431 億 18 百万円となりました。これは主に、

有形固定資産及び無形固定資産が減少したことによります。 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３億５百万円減少し、606 億 43 百万円となりました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金の減少などにより流動負債が 37 億９百万円減少した一方、長期借入金の調

達などで固定負債が 34 億３百万円増加したことによります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 12 億 95 百万円減少し、221 億 68 百万円となりました。

これは主に、利益剰余金が減少したことによります。 

 

 (2)キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連

結会計年度末に比べ 21 億 55 百万円増加し、111 億２百万円となりました。 

営業活動による資金の減少は、４億 79 百万円となりました。これは主に、売上債権の減少及び減価償却

費などによる資金の増加があった一方、仕入債務の減少及び税金等調整前四半期純損失などによる資金の

減少があったことによるものです。 

投資活動の結果使用した資金は、13 億 90 百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出で資金が減少したことによるものです。 

財務活動の結果増加した資金は、38 億 73 百万円となりました。これは主に、長期借入れによる収入によ

り資金が増加したことによるものです。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年３月期の第２四半期以降の世界経済は、一部に回復の兆候が見られるものの、為替変動、素材

価格の高騰など企業収益に対するリスク要因も先行不透明な状況にあり、依然として不安定な景況が続く

ものと予想されます。 

自動車業界は、厳しい市場環境にあるものの世界的に底打ち感が見受けられ、第２四半期以降は需要回

復へ徐々に向かうものと予想しております。一方、造船業界はここにきて、業界の予想以上に受注の減少

幅が大きく、後退局面へ繋がる可能性が出てきております。 

このような外部環境の動向を踏まえ、平成 22 年３月期の第２四半期累計期間の予想を、連結、個別とも

修正しております。 

なお、通期の業績予想につきましては、第３四半期以降の各業界における需要動向が不透明かつ不安定

なことから、現時点では連結及び個別の当初業績予想を修正しておりません。 

 

詳細につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

４．その他 

 (1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 (2)簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ② 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の一部の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合については、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

また、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場

合については、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに該当著しい

変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

 

 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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5.四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,362,380 9,186,889

受取手形及び売掛金 14,035,936 15,564,492

有価証券 940 37,226

商品及び製品 4,314,978 4,725,747

仕掛品 5,285,552 5,312,285

原材料及び貯蔵品 2,613,316 2,803,553

その他 2,142,245 3,439,503

貸倒引当金 △63,319 △52,290

流動資産合計 39,692,029 41,017,408

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,548,550 9,509,098

機械装置及び運搬具（純額） 12,719,157 12,674,917

その他 12,954,208 14,184,931

有形固定資産合計 36,221,916 36,368,948

無形固定資産   

のれん 1,406,834 1,441,676

その他 1,472,183 1,612,070

無形固定資産合計 2,879,018 3,053,747

投資その他の資産 4,017,927 3,971,826

固定資産合計 43,118,862 43,394,521

繰延資産 445 679

資産合計 82,811,338 84,412,610
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,143,648 8,825,188

短期借入金 12,175,028 12,694,932

1年内返済予定の長期借入金 7,222,047 6,191,207

1年内償還予定の社債 136,000 136,000

未払法人税等 99,421 118,017

賞与引当金 371,348 876,999

その他 6,285,902 6,300,734

流動負債合計 31,433,397 35,143,078

固定負債   

長期借入金 20,568,960 17,246,298

退職給付引当金 3,654,535 3,618,318

負ののれん 13,797 15,102

その他 4,972,330 4,926,135

固定負債合計 29,209,624 25,805,854

負債合計 60,643,021 60,948,932

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,273,178 7,273,178

資本剰余金 7,946,245 7,946,245

利益剰余金 4,878,624 6,210,861

自己株式 △1,393,561 △1,393,339

株主資本合計 18,704,486 20,036,945

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 255,370 138,968

為替換算調整勘定 △1,502,006 △1,469,305

評価・換算差額等合計 △1,246,636 △1,330,337

少数株主持分 4,710,466 4,757,070

純資産合計 22,168,316 23,463,677

負債純資産合計 82,811,338 84,412,610
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(2)四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 17,164,024 10,912,460

売上原価 13,433,639 9,297,366

売上総利益 3,730,384 1,615,093

販売費及び一般管理費 3,346,558 2,665,570

営業利益又は営業損失（△） 383,826 △1,050,477

営業外収益   

受取利息 16,524 1,363

受取配当金 15,649 4,722

為替差益 － 23,642

負ののれん償却額 5,216 1,304

持分法による投資利益 14,871 －

スクラップ売却収入 103,764 26,624

その他 88,083 71,387

営業外収益合計 244,110 129,044

営業外費用   

支払利息 202,938 259,671

退職給付費用 － 97,038

為替差損 192,355 －

持分法による投資損失 － 5,890

その他 119,978 59,752

営業外費用合計 515,272 422,353

経常利益又は経常損失（△） 112,664 △1,343,785

特別利益   

固定資産売却益 878 229

貸倒引当金戻入額 22,445 43,291

補助金収入 309,059 －

特別利益合計 332,383 43,520

特別損失   

固定資産売却損 7,570 1,327

固定資産除却損 33,326 9,026

減損損失 － 18,130

特別退職金 － 14,045

その他 64 1,368

特別損失合計 40,961 43,897

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

404,085 △1,344,162

法人税、住民税及び事業税 847,051 66,452

法人税等調整額 △278,202 △59,850

法人税等合計 568,849 6,601

少数株主損失（△） △89,853 △138,078

四半期純損失（△） △74,910 △1,212,685
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

404,085 △1,344,162

減価償却費 1,240,000 1,558,986

減損損失 － 18,130

のれん償却額 36,884 34,841

負ののれん償却額 △5,216 △1,304

持分法による投資損益（△は益） △14,871 5,890

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25,210 △36,187

賞与引当金の増減額（△は減少） △570,564 △505,010

退職給付引当金の増減額（△は減少） △92,457 23,049

受取利息及び受取配当金 △32,174 △6,086

支払利息 202,938 259,671

補助金収入 △309,059 －

固定資産売却損益（△は益） 6,692 1,098

固定資産除却損 33,326 9,026

売上債権の増減額（△は増加） 424,017 1,743,019

たな卸資産の増減額（△は増加） △744,413 742,949

仕入債務の増減額（△は減少） 123,896 △3,877,723

その他の負債の増減額（△は減少） 1,477,588 1,091,301

その他 135,678 67,641

小計 2,291,143 △214,867

利息及び配当金の受取額 32,002 6,086

持分法適用会社からの配当金の受取額 31,648 7,627

利息の支払額 △202,625 △271,698

法人税等の支払額 △309,317 △7,138

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,842,851 △479,990
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △4,583 △3,887

定期預金の払戻による収入 89,294 20,794

投資有価証券の取得による支出 △22,970 △637

有形固定資産の取得による支出 △1,513,414 △1,412,148

有形固定資産の売却による収入 8,183 39,957

補助金による収入 309,059 －

無形固定資産の取得による支出 △18,965 △46,628

貸付けによる支出 △3,198 △2,700

貸付金の回収による収入 4,338 4,948

その他 △43,582 10,116

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,195,840 △1,390,183

財務活動によるキャッシュ・フロー   

セール・アンド・リースバックによる収入 － 1,364,135

短期借入金の純増減額（△は減少） 801,808 △627,506

長期借入れによる収入 250,027 5,177,416

長期借入金の返済による支出 △1,010,840 △889,809

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △44,908 △1,015,906

割賦債務の返済による支出 △12,534 △12,780

自己株式の取得による支出 △333 △221

配当金の支払額 △314,013 △119,551

少数株主への配当金の支払額 △161,402 △2,704

財務活動によるキャッシュ・フロー △492,197 3,873,071

現金及び現金同等物に係る換算差額 △461,577 152,445

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △306,764 2,155,343

現金及び現金同等物の期首残高 8,371,280 8,947,108

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,064,515 11,102,452
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(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

事業の種類は「軸受メタル」と「軸受メタル以外」に区分しておりますが、「軸受メタル」の占める割合が

売上高、営業利益及び総資産の金額に対して90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。 

 

【事業の地域別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 
 

 
日本 

(千円) 

北米 

(千円) 

アジア 

(千円) 

欧州 

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 

全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

12,494,464 1,420,022 1,667,935 1,581,602 17,164,024 － 17,164,024

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

2,258,729 117,663 247,775 22,898 2,647,066 (2,647,066) －

計 14,753,193 1,537,685 1,915,710 1,604,500 19,811,090 (2,647,066) 17,164,024

営業利益又は 
営業損失（△） 

842,526 △541,979 166,210 △136,727 330,030 53,796 383,826

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度により決定しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア･･･韓国、中国、台湾、タイ、インドネシア 

北米 ･･･アメリカ 

欧州 ･･･イギリス、ドイツ、モンテネグロ、チェコ、ロシア 

３．会計処理方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、当第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価方法に関する会計基準」（企業会計基準委員会平成18年７

月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、営

業利益が日本で２億97百万円減少しております。 

 

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、当第

１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号）を適用しております。この結果、従

来の方法によった場合に比べて、営業利益が欧州において20百万円増加しております。 

 

４．追加情報 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、当第１

四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。この結果、従来の方法によった場合

に比べて、営業利益が日本で33百万円減少しております。 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 
 

 
日本 

(千円) 

北米 

(千円) 

アジア 

(千円) 

欧州 

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 

全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

8,340,938 761,234 961,062 849,224 10,912,460 － 10,912,460

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

905,362 54,630 217,916 18,635 1,196,544 (1,196,544) －

計 9,246,301 815,864 1,178,978 867,859 12,109,004 (1,196,544) 10,912,460

営業利益又は 
営業損失（△） 

△617,922 △416,128 70,603 △135,134 △1,098,580 48,103 △1,050,477

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度により決定しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア･･･韓国、中国、台湾、タイ、インドネシア 

北米 ･･･アメリカ 

欧州 ･･･イギリス、ドイツ、モンテネグロ、チェコ、ロシア 

 

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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